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1. はじめに

東京 2025 世界陸上競技選手権大会が開催される

2025 年シーズンでは，第 7 回富士北麓ワールドト

ライアルにて，桐生祥秀選手（日本生命）が 9.99

秒，選手（大東文化大）が 10.00 秒をマークし，同

大会参加標準記録を突破した．柳田大輝選手（東洋

大）も Athlete Night Games in FUKUI 2025 にて

10.00 秒をマークした．さらに，清水空跳選手（星

稜高）第 78 回全国高校対校選手権にて U18 世界最

高記録となる 10.00 秒をマークするなど，ハイレベ

ルなシーズンであった．その結果，パリ五輪で 9.96

秒を出していたサニブラウンハキーム選手，桐生祥

秀選手，守祐陽選手が 100m 代表として東京 2025 世

界陸上競技選手権大会に出場した．

女子では，第 109 回日本陸上競技選手権にて，井

戸アビゲイル風果選手（東邦銀行）がパーソナルベ

ストとなる 11.35 秒をマークした．Athlete Night 

Games in FUKUI 2025 にて，御家瀬緑選手（住友電

工）が 11.33 秒のパーソナルベスト，君嶋愛梨沙（土

木管理総合）が 11.38 秒をマークするといった，国

内上位3名がはじめて11.3秒台以内を記録したシー

ズンとなった．

（公財）日本陸上競技連盟科学委員会はこれまで

に国内外で行われた主要大会における 100 m レース

について，走速度やピッチ，ストライドに関するデー

タ測定を行ってきた．これらの結果は同強化委員会

を通じてコーチや選手にもフィードバックされ，競

技力向上の一助となる役割を果たしてきた．本報告

では，2025 年シーズンに科学委員会が測定を実施

した国内の対象競技会における 100m のレース分析

結果について報告する．

2. 方法

2-1. 対象競技会

・ 吉岡隆徳記念 第 79 回出雲陸上競技大会（以下，

「出雲陸上」）

・ 第 40 回静岡国際陸上競技大会（以下，「静岡国際」）

・ セイコーゴールデングランプリ陸上 2025 東京（以

下，「GGP」）

・第 26 回アジア陸上競技選手権大会（以下，「アジ

ア選手権」）

・布勢スプリント 2025（以下，「布勢スプリント」）

・第 109 回日本陸上競技選手権大会（以下，「日本

選手権」）

・ 第 78 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会（以

下，「全国高校選手権」）

・ 第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会（以下，「U20

選手権」）

2-2. 対象選手

対象選手は，上記競技会に出場した国内選手 51

名（計 102 レース）であった．

2-3. 撮影方法

100m 走の撮影には 6 台のハイスピードデジタル

ビデオカメラ（DC-GH5S, Panasonic, Japan もしく

は DC-GH6, Panasonic, Japan）を用い，スタンド

から各校正地点（110m ハードル 1 台目，100m ハー

ドル 1，3，5，7，9台目のグラウンドマーク）の延

長線上に測定者を配置し，各校正点が画角に収まる

ように撮影を行った．撮影のサンプリングレート

は，239.76fps に設定し，測定はスタート時のスター

ターの閃光を撮影した後，全選手がフィニッシュラ

インを通過するまで，カメラをパンニングし，レー

ス映像を撮影した．閃光が明確でない映像は，近し
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い地点の映像における同一選手の接地瞬間で同期

し，同期に際しては少なくとも 3箇所のカメラを用

いた．なお，本研究で用いた映像の一部は，国立ス

ポーツ科学センターと協働した研究活動において，

もしくは国立スポーツ科学センタースポーツ医・科

学研究事業において収集された．

2-4. 分析方法

映像分析には，動作解析オープンソフトウェア

（Kinovea）を用い，いずれのレースにおいてもスター

ターの閃光をゼロとして，各校正点をトルソーが通

過したフレーム数とカメラのサンプリングレートの

逆数との積から通過時間を求めた．その後，先行研

究（大沼ら 2020，大沼ら 2019，小林ら 2018，松尾

ら 2017，松尾ら 2016，松尾ら 2015）をもとに，

各地点の通過時間をスプライン補間によって内挿す

ることで，レース全体の時間 - 距離情報を取得し，

10 m 区間ごとの走速度，最高走速度とその出現区

間，および走速度低下率を算出した．また，通過フ

レーム数を求めた映像から，4 ステップごとの接地

時のフレーム数を求め，4 ステップに要した時間の

逆数により，4 ステップごとのピッチを算出した．

上記で算出した走速度をピッチで除すことで，スト

ライド長を算出し，最高疾走速度時のピッチおよび

ストライド長を算出した．

3. 結果および考察

出雲陸上における分析対象者の最高走速度，最高

走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時にお

けるピッチおよびストライド長を表 1 に，10m ごと

の通過ラップタイムを表 2に示した．静岡国際にお

ける分析対象者の最高走速度，最高走速度到達地点，

走速度低下率，最高走速度時におけるピッチおよび

ストライド長を表 3 に，10m ごとの通過ラップタイ

ムを表 4 に示した．GGP における分析対象者の最高

走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高

走速度時におけるピッチおよびストライド長を表 5

に，10m ごとの通過ラップタイムを表 6 に示した．

アジア選手権における分析対象者の最高走速度，最

高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時に

おけるピッチおよびストライド長を表 7 に，10m ご

との通過ラップタイムを表 8に示した．布勢スプリ

ントにおける分析対象者の最高走速度，最高走速度

到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッ

チおよびストライド長を表9に，10mごとの通過ラッ

プタイムを表 10 に示した．日本選手権における分

析対象者の最高走速度，最高走速度到達地点，走速

度低下率，最高走速度時におけるピッチおよびスト

ライド長を表 11 に，10m ごとの通過ラップタイム

を表 12 に示した．全国高校選手権と U20 選手権に

おける分析対象者の最高走速度，最高走速度到達地

点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチお

よびストライド長を表 13 に，10m ごとの通過ラッ

プタイムを表 14 に示した．

図 1 に対象となった男子における 100m 記録と最

高走速度の関係，図 2 に対象となった女子におけ

る 100m 記録と最高走速度の関係を示す．100m 記録

と最高走速度との間には負の相関関係があることが

明らかにされている（大沼ら 2020，大沼ら 2019，

小林ら 2018，松尾ら 2017，松尾ら 2016，松尾ら 

2015）．男子において，最高走速度が最も高かった

レースは，出雲陸上において 11.59m/s をマークし

た坂井隆一郎選手 ( 大阪ガス株式会社 ) の 10.22

秒（+4.5）のレースであった．次いで，全国高校選

手権において 11.56m/s をマークした清水空跳選手 

( 星稜高 ) の 10.00 秒（+1.7）のレースであった．

女子において，最高走速度が最も高かったレースは，

GGP において 10.09m/s をマークした Bree RIZZO 選

手 (AUS) の 11.38 秒（-0.9）のレースであった．

国内選手においては，日本選手権において 9.99m/s

をマークした井戸アビゲイル風果選手 ( 東邦銀行 )

の 11.35 秒（+0.5）のレースであった．本報告にお

いても，100m 記録が短かった選手ほど最高速度が

高かった．しかしながら，本報告においては，従来

の報告よりも相関関係における決定係数が低かっ

た．この要因として，追い風参考記録を含んでいる

点，男子においては予選および準決勝レースが含ま

れている点が影響していると考えられる．

図 3に対象となった男子におけるピッチとストラ

イド長の関係，図 4 に対象となった女子における

ピッチとストライド長の関係を示す．また男女とも

に，記録上位 6名を代表値として示した．両図にお

ける点線は，男子では 10.00 秒をマークするため

に求められる標準的な最高走速度である 11.60m/s，

女子では 11.00 秒をマークするために求められる標

準的な最高走速度である 10.41m/s を示す．男子に

おいては，栁田選手と井上選手はストライド長が長

く，鈴木選手と守選手と清水選手はピッチが高く，

菅野選手はその中間に位置していた．また，女子に

おいては井戸選手と壱岐選手と御家瀬選手はストラ

イド長が長く，山形選手が高く，前田選手と三浦選

手がその中間に位置していた．この図は選手個々で

ピッチ・ストライド長の選択が異なっていることを
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表 1　	出雲陸上における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチお

よびストライド長

表 2　出雲陸上における 10m ごとの通過ラップタイム

表 3　	静岡国際における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチお

よびストライド長

表 4　静岡国際における 10m ごとの通過ラップタイム

示すものである。また，本報告では 2025 年度にお

ける横断的な関係のみであるが、国内エリート選手

における競技力向上に伴うピッチ・ストライド長の

変化についても縦断的に検討する余地があると考え

られる．
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図 1　男子における 100m 記録と最高走速度の関係

図 3　男子におけるピッチとストライド長の関係

図 2　女子における 100m 記録と最高走速度の関係

図 4　女子におけるピッチとストライド長の関係
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